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～　ひびきあい　みらいへ諏訪の　輪はひとつ　～

● 岡 谷 市 ● 諏 訪 市 ● 茅 野 市 ● 下 諏 訪 町 ● 富 士 見 町 ● 原 村諏訪広域連合
シンボルマーク

連載 介護介護のおのお仕事仕事ののホントホント!!
訪問介護、デイサービスやグループホーム等で活躍されている皆さんの声をお
届けします。中央ページに折込

令和２年度　諏訪広域防災講演会
「荒ぶる自然災害に向かい合い、個人、地域、行政がなすべきことを考える」

開催日　令和３年１月30日（土）　午後１時30分～

会　場　茅野市民館マルチホール

講　師　片
かた

田
だ

 敏
とし

孝
たか

　先生
　　　　東京大学大学院情報学環 特任教授　日本災害情報学会 会長
主催　岡谷市・諏訪市・茅野市・下諏訪町・富士見町・原村・諏訪広域連合

令和元年東日本台風（台風第19号）は、長野県にも大きな被害をも
たらしました。荒ぶる自然災害に立ち向かい、地域から災害犠牲者を
出さないために、『人が死なない防災』の著者で、防災研究の第一人
者の片田敏孝先生をお招きし、ご講演いただきます。

片田 敏孝 先生 プロフィール

昭和35年岐阜県生まれ。専門は災害社
会工学。災害への危機管理対応、災害情
報伝達等について研究し、地域での防災
活動を全国各地で展開している。また、
国・外郭団体・地方自治体の多数の委員
会、審議会に携わり、研究成果を紹介し
ながら防災行政の推進にあたっている。

申込先　 　新型コロナウイルス感染症対策のため、入場人数を制
限します。事前の申し込みが必要になりますので、お住
まいの市町村の危機管理担当課へお申し込みください。

岡谷市　　☎ 0266-23-4811（内線1592）
諏訪市　　☎ 0266-52-4141（内線258）
茅野市　　☎ 0266-72-2101（内線182）
下諏訪町　☎ 0266-27-1111（内線260）
富士見町　☎ 0266-62-9326（直通）
原　村　　☎ 0266-79-2111（内線233）

諏訪広域連合
☎ 0266-52-4141（内線375）

※ 左記以外にお住まいの方は、
諏訪広域連合、又は茅野市へ
お問い合わせください。

広報すわこういき



諏訪広域連合は、平成12年 7月の発足以来、諏訪地域6市町村と役割分担をしながら、経費節減や事務
処理の効率化を図っています。

事
務局

令和２年第３回諏訪広域連合議会定例会事
務局

令和元年度　決算状況事
務局

事件番号 件　名 審議結果

承認第4号 専決処分の承認を求めるについて
（令和２年度諏訪広域連合諏訪広域消防特別会計補正予算（第１号）について） 原案承認

議案第12号 諏訪広域連合介護保険法に基づく指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基
準に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第13号 令和２年度諏訪広域連合一般会計補正予算（第１号）について 原案可決
議案第14号 令和２年度諏訪広域連合介護保険特別会計補正予算（第１号）について 原案可決
認定第１号 令和元年度諏訪広域連合一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定
認定第２号 令和元年度諏訪広域連合救護施設八ヶ岳寮特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定
認定第３号 令和元年度諏訪広域連合介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定
認定第４号 令和元年度諏訪広域連合諏訪広域消防特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

認定第５号 令和元年度諏訪広域連合諏訪地域ふるさと振興基金事業特別会計歳入歳出決算認
定について 原案認定

議員議案第１号 新型コロナウイルス感染症対応の介護施設等支援強化を求める意見書の提出につ
いて 原案可決

令和2年9月23日（水）から令和2年9月24日（木）までの会期で諏訪市役所議場に
おいて、令和2年第3回諏訪広域連合議会定例会を開催しました。審議結果は次のと
おりです。

令和元年度の諏訪広域連合決算額は、一般会計歳入3億1,093万4,721円で、前年度
と比べて4,478万3,216円の増、一般会計歳出は2億6,661万5,696円で、前年度と比べ
て4,824万7,286円の増となりました。また、4つの会計（八ヶ岳寮、介護保険、諏訪
広域消防、諏訪地域ふるさと振興基金事業）で構成される特別会計は総額で、歳入
228億6,224万7,088円で、前年度と比べて1億3,867万2,845円の増、歳出221億7,859万
3,439円で、前年度と比べて1億3,909万2,955円の増となりました。一般会計及び特別
会計の総計内訳は次のとおりです。

八ヶ岳寮だより

～創立50周年記念ねむの木植樹～
八
ヶ岳

寮

今年度、救護施設八ヶ岳寮は、創立50周年の記念すべき年を迎える中、コロ
ナ禍で本来の生活や行事等ができない状況が続いています。その中でも、新型
コロナウイルスの感染防止に配慮しながら、利用者と職員が一緒に昔話に花を
咲かせ、皆さん汗をかきながら笑顔で植樹作業をすることができました。
これからの施設の歩みと共に、ねむの木の成長が楽しみです。

歳入総計
231億7,318万2千円

歳出総計
224億4,520万9千円

保険料
4,115,428

繰越金 731,857
繰入金 267,818 諸収入 35,371

連合債 45,000
財産収入
15,206

支払基金交付金
4,902,176

分担金及び負担金
5,405,933

諏訪広域消防
特別会計
2,387,306

諏訪地域ふるさと振興基金事業
特別会計
13,280

一般会計 266,616

救護施設八ヶ岳寮
特別会計
377,095

グラフの単位：千円
（千円未満四捨五入）

使用料及び手数料
2,875

県支出金 
2,930,394

国庫支出金
4,721,123

介護保険特別会計
19,400,913（介護保険事業における

社会保険診療報酬支払
基金からの交付金）

（諏訪広域連合構成市
町村からの負担金等）
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令和3年度介護保険事業計画基礎資料

高齢者等実態調査　結果概要介
護保

険

■ 調査の概要
この調査は、3年毎に見直しをしている介護保険事業計画（令和3年度から3年間は、どんな介護サービス
が必要となるのか、介護保険料は何円にしなければならないかなどを決めます。）を立てるための基礎資料
を得ることを目的とし、長野県と協力して実施したものです。
高齢者の皆さんの暮らしや介護の状況などについてご理解いただくため、調査結果の概要を公表いたし
ます。

調査期間・・・・・・・・・・・・・・・令和元年11月29日 から令和元年12月25日まで
居宅要介護・要支援認定者等実態調査・・要支援・要介護認定を受けていて在宅で生活されている方全員
元気高齢者等実態調査・・・・・・・・・要支援・要介護認定を受けていない65歳以上の方から抽出

居宅要介護・要支援認定者等実態調査 元気高齢者等実態調査

配　付　数 8,023票 997票

回　収　数 5,238票 727票

回　収　率 65.2% 72.9%

【居宅要介護・要支援認定者等（以下、「認定者等」といいます。）回答者の内訳】
※グラフのｎは回答者数を表示しています。

【元気高齢者等回答者の内訳】

※比率はすべて百分比であらわし、小数点以下第２位を四捨五入しているため百分比の合計が100％にならないことがあります。
　また、複数回答の設問では、無回答の方の割合を省略しています。

n＝5,238 n＝5,238

65歳未満
1.7％

65～69歳
2.9％

70～74歳
5.8％

75～79歳
12.4％

85歳以上
57.0％ 女性

65.4％

男性
34.6％

要介護1
28.4％

要支援2
18.8％

要支援1
17.1％

要介護2
17.0％

要介護3
9.0％

要介護4
6.1％

要介護5
3.5％

80～84歳
20.2％

年齢

n＝5,238

性別 要介護度

n＝727

65～69歳
19.6％

70～74歳
23.3％

80～84歳
16.3％

75～79歳
22.5％

女性
57.3％

男性
42.7％

年齢

n＝727

性別

85歳以上
18.4％

別冊 広報すわこういき



認定者等及び元気高齢者等共通

１　家族構成について
家族構成について、認定者等では2割以上の方が「1人暮らし」と回答しています。「夫婦2人暮らし」も2
割以上おり、4割以上が高齢者のみ世帯となっています。元気高齢者等では、65歳以上の高齢夫婦のみ世帯
が3割以上と高く、「1人暮らし」と合わせると5割以上が高齢者のみ世帯となっています。

２　近所の方とのつき合いの程度について
近所の方とどの程度のつき合いをしているかについては、「常に自宅に様子を見にきてくれる（電話をく
れる）人がいる」、「お互いに訪問し合う人がいる」、「困った時に気軽に頼める人がいる」など、いざという
ときに頼れる人がいると回答した方は、認定者等で約４割、元気高齢者等でも５割以下にとどまり、「あい
さつ、立ち話をする程度の人がいる」または「つき合いはない」と回答した方は、認定者等と元気高齢者と
もに５割を占めています。

1人暮らし
22.7％

1人暮らし
16.2％

夫婦2人暮らし
（配偶者65歳以上）

22.5％

夫婦2人暮らし（配偶者64歳以下）
3.2％

息子・娘との
2世帯
44.0％

その他
4.4％ その他

3.9％

無回答
3.3％ 無回答

2.3％

認定者等の状況
【家族構成】

n＝5,238

元気高齢者等の状況

n＝727
息子・娘との
2世帯
35.8％ 夫婦2人暮らし

（配偶者65歳以上）
37.4％

夫婦2人暮らし（配偶者64歳以下）
4.4％

常に自宅に様子を見に
きてくれる人がいる

12.7％
常に自宅に様子を見に
きてくれる人がいる

10.6％
お互いに訪問し
合う人がいる
6.4％

困った時に
気軽に頼める
人がいる
20.6％

困った時に
気軽に頼める
人がいる
22.6％

お互いに訪問し
合う人がいる
14.9％

あいさつ、立ち話を
する程度の人がいる

40.5％

あいさつ、立ち話を
する程度の人がいる

45.0％

付き合いはない
16.1％

付き合いはない
4.5％

無回答
3.7％ 無回答

2.5％

認定者等の状況
【近所の方とのつき合いの程度】

n＝5,238

元気高齢者等の状況

n＝727

別冊広報すわこういき
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３　地域の人にしてほしい支援・地域の人に対してできる支援
認定者等に「ご本人やご家族が日常生活上の支援が必要になったとき、地域の人にどのような支援をして
ほしいと思うか」について伺ったところ、「雪かき」が最も高く、次いで「急病など緊急時の手助け」、「外
出の際の移動手段」が続いています。
一方、元気高齢者等を対象に「隣近所に高齢者や病気等で困っている家庭があった場合、どのような支援
ができると思うか」を伺ったところ、「ごみ出し」が最も高く、続く「定期的な声かけ・見守り」、「買い物」、「急
病などの緊急時の手助け」も3割以上の方が回答するなど、「してほしい支援」の上位と多くの項目が重なっ
ています。

4　認知症について
「どのようなことが充実すれば、認知症になっても安心して暮らしていくことができると思うか」につい
て伺ったところ、認定者等では「入所できる施設の充実」が約5割と最も高く、元気高齢者等では「認知症
の受診・治療ができる病院・診療所の充実」が5割近くと最も高くなっています。

特にない 16.0

掃除・洗濯・炊事 7.3

通院などの付き添い 16.0

庭の手入れ・草取り 19.8

外出の際の移動手段 27.2

雪かき 29.4

災害時の手助け 31.1

急病など緊急時の手助け 32.3

定期的な声かけ・見守り 34.7

買い物 34.3

ごみ出し 36.2

n＝5,238
（複数回答あり）

n＝727
（複数回答あり）

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 （％）

【地域の人にしてほしい支援（上位10項目）】
認定者等の状況

【隣近所や地域の人にできる支援（上位10項目）】
元気高齢者等の状況

定期的な声かけ・見守り 22.4

掃除・洗濯・炊事 25.0

庭の手入れ・草取り 25.2

通院などの付き添い 27.0

ごみ出し 31.3

買い物 33.7

災害時の手助け 35.3

外出の際の移動手段 35.5

急病など緊急時の手助け 40.4

雪かき 43.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 （％）

緊急時に対応できる
病院・診療所、施設 31.1

認知症の人が利用
できる在宅サービス 31.8

入所できる施設の充実 39.1

専門相談窓口 39.1

認知症の受診・治療が
できる病院・診療所

47.0

n＝5,238
（複数回答あり）

認定者等の状況
【認知症になっても安心して暮らしていくために充実すべきこと（上位5項目）】

元気高齢者等の状況

0.0 20.0 40.0 60.0

認知症の人が利用
できる在宅サービス 35.6

緊急時に対応できる
病院・診療所、施設 35.7

専門相談窓口 36.5

認知症の受診・治療が
できる病院・診療所 43.3

入所できる施設の充実 49.6

n＝727
（複数回答あり）

0.0 20.0 40.0 60.0（％） （％）

別冊 広報すわこういき
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5　介護保険のサービスと保険料の関係について
介護保険料は、介護サービスを充実させるほど高く、逆に保険料を抑えれば介護サービスの水準が下がる
という関係にあります。介護保険のサービスと保険料の関係についての考えをうかがったところ、認定者等
では、「わからない」が約3割で最も高く、次いで「現在の介護保険サービスを維持・充実するために、介護
保険料が高くなってもやむを得ない（仕方がない）」が続いています。
一方、元気高齢者等では、「現在の介護保険サービスを維持・充実するために、介護保険料が高くなって
もやむを得ない（仕方がない）」の割合が最も高く、次いで「わからない」、「公費負担や現役世代の負担を
増やして、高齢者の介護保険料は高くならないようにする方がよい」がそれぞれ約2割で続いています。

6　今後、必要な介護・高齢者施策
行政に望む高齢者施策について、認定者等では、「自宅での生活が継続できるよう、通所系在宅サービス
の充実」が最も高く、元気高齢者等では、「自宅での生活が継続できるよう、訪問系在宅サービスの充実」
が最も高くなっています。認定者等、元気高齢者等ともに、上位10項目は同じ項目が入っています。

認定者等の状況
【介護保険のサービスと保険料の関係について】

元気高齢者等の状況

16.6％

22.4％

18.3％

28.3％

14.3％

n＝5,238 n＝763

18.6％ 17.3％

18.6％

31.6％

13.9％

■現在の介護保険サービスを維持・充実するために、介護保険料が高くなってもやむを得ない（仕方ない）
■介護保険サービスが削減されても、介護保険料は高くならない方がよい
■公費負担や現役世代の負担を増やして、高齢者の介護保険料は高くならないようにする方がよい
■わからない
■無回答

21.1
15.1

【今後、必要な介護・高齢者施策（上位 10 項目）】

認知症の人が利用できるサービスの充実

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0（％）

21.7
18.2必要に応じた介護を受けながら生活できる施設や共同住宅の整備

22.1
18.3外出支援（公共交通機関を利用する際の助成、移送サービスなど）

25.1
22.0自宅での生活が継続できるよう、福祉用具貸与・住宅改修の充実

25.7
23.9自宅での生活が継続できるよう、24時間対応の住宅サービスの充実

29.0
25.9大規模で常時介護に対応できる施設の整備

29.8
27.2小規模で家庭的な雰囲気の中で常時介護のもと生活できる施設の整備

35.5
32.9自宅での生活が継続できるよう、一時的入所サービスの充実

40.8
38.5自宅での生活が継続できるよう、訪問系在宅サービスの充実

41.9
34.5自宅での生活が継続できるよう、通所系在宅サービスの充実

認定者等

元気高齢者等

認定：n＝5,238
元気：n＝727
（複数回答あり）

別冊広報すわこういき

高齢者実態調査　結果概要



や
さ

し
い

手 て

わ
か

み
や

の
皆

さ
ん

【岡
谷

市
】

介
護
の
仕
事
は
、
排 は
い泄 せ

つの
介

助
・
食
事
介
助
・
着
替
え
の
介

助
等
、
日
常
の
身
の
回
り
の
世

話
を
す
る
事
も
重
要
な
仕
事
で

す
が
、
そ
の
方
の
人
生
に
関
わ

り
、
自
立
の
支
援
を
す
る
こ
と

も
重
要
な
仕
事
に
な
り
ま
す
。

そ
の
方
の
生
き
て
き
た
歴
史
か

ら
学
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
、
仕

事
の
や
り
が
い
の
一
つ
で
す
。

片 か
た瀬

せ

　あ
ゆ

み
さ

ん
【茅

野
市

】
ゆ

う

介
護
の
や
り
が
い
は
、「
未
来
を
つ
く
る
」
こ

と
。
年
齢
を
重
ね
れ
ば
介
護
を
受
け
る
こ
と
は

普
通
に
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
の
日
本
の
介
護
で
、「
い

い
介
護
を
安
心
・
安
全
に
受
け
ら
れ
る
か
ら
長

生
き
し
た
い
」
と
思
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

小 こ

林 ば
や

し　 啓 け
い

さ
ん

【富
士

見
町

】
富

士
見

町
社

会
福

祉
協

議
会

（小
規

模
多

機
能

居
宅

介
護

　一
本

松
の

家
）

地
域
の
方
や
ご
利
用
者
様
が
、
そ
の
人
ら
し

く
笑
顔
で
過
ご
し
て
頂
く
た
め
に
何
が
で
き
る

か
日
々
考
え
な
が
ら
業
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

地
域
の
方
や
ご
利
用
者
様
の
笑
顔
や
感
謝
の

言
葉
に
日
々
励
ま
さ
れ
ま
す
。
同
時
に
自
分
自

身
の
成
長
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

片 か
た瀬

せ

あ

介
護
の
お
仕
事
の
ホ
ン
ト

ホ
ン
ト
!!

 

伊 い

藤 と
う

　正 ま
さ

浩 ひ
ろ

さ
ん

【岡
谷

市
】

愛
の

家
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

岡
谷

幸
町

介
護
は
、
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
仕
事

で
す
。
相
手
の
気
持
ち
や
、
相
手
が
何
を
望
ん

で
い
る
か
を
考
え
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
そ
の
方
の
未
来
の
姿
を
創
造
す
る
。
人
の
こ

と
を
思
う
こ
と
が
自
分
を
人
間
と
し
て
成
長
さ

せ
て
く
れ
ま
す
し
、
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
で
す
。

小 お

口 ぐ
ち

　未 み

歩 ほ

華 か

さ
ん

【岡
谷

市
】

さ
わ

や
か

絹
の

郷
信

州
お

か
や

私
は
、
今
春
に
介
護
福
祉
専
門
学
校
を
卒
業

し
、
介
護
の
実
務
に
初
め
て
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

当
初
は
全
て
に
緊
張
の
連
続
で
し
た
が
、
親
切

な
先
輩
た
ち
に
囲
ま
れ
、
今
は
少
し
心
に
余
裕

が
で
き
ま
し
た
。
ご
入
居
者
の
笑
顔
が
見
ら
れ

る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
、
楽
し
く
仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

依 よ

田 だ

　佑 ゆ
う

司 じ

さ
ん

【岡
谷

市
】

イ
リ

ー
ゼ

岡
谷

介
護
と
い
う
仕
事
は
未
経
験

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
の

で
、
最
初
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。

し
か
し
、
利
用
者
様
と
の
関

わ
り
合
い
で
介
護
に
携
わ
っ
て

い
く
う
ち
に
自
分
で
も
で
き
る
こ

と
が
増
え
て
い
き
、
今
で
は
そ

れ
が
働
く
こ
と
の
嬉 う
れし
さ
に
繋 つ
なっ

て
い
ま
す
。

特集 広報すわこういき



新
た

に
介

護
の

仕
事

を
は

じ
め

て
み

た
い

方
へ

諏
訪
広
域
連
合
 介
護
保
険
課
で
は
、
新
た
に
介
護
の
職
場
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

方
等
を
対
象
に
、
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
介
護
の
お
仕
事
相
談
窓
口
》

諏
訪
広
域
連
合
 介
護
保
険
課
（
茅
野
市
役
所
６
階
）

☎
 0
26
6-
82
- 8
16
2（
直
通
）

 平
日
 午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

予
定
の
催
し

〇
み
チ
ャ
オ
ブ
ー
ス
（
展
示
・
パ
ネ
ル
）

作
品
・
パ
ネ
ル
展
示
、
介
護
の
お
仕
事
の
ホ
ン
ト
紹
介
…
et
c

〇
や
っ
チ
ャ
オ
ブ
ー
ス
（
体
操
・
健
康
）

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
運
動
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
体
操
、
自
宅

で
で
き
る
セ
ル
フ
ケ
ア
…
et
c

〇
た
め
し
チ
ャ
オ
ブ
ー
ス
（
体
験
）

福
祉
機
器
・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
展
示
、
高
齢
者
の
疑
似
体
験
、

認
知
症
VR
・
マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツ
体
験
、
手
洗
い
チ
ェ
ッ
カ
ー
、

介
護
と
遊
び
…
et
c

〇
き
い
チ
ャ
オ
ブ
ー
ス
（
相
談
）

介
護
・
認
知
症
・
住
宅
改
修
相
談
…
et
c

〇
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

・
映
画
「
ケ
ア
ニ
ン
」
上
映
会
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

来
場
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
子
ど
も
用
）、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
…
et
c

メ
ン
バ
ー
か
ら
提
案
多
数
！

活
動
の
記
録

〇
諏
訪
広
域
介
護
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
０
実
行
委
員
会
　
結
成

　
諏
訪
圏
域
内
に
所
在
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
う
ち
、
協
力
を
申
し
出
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、諏
訪
地
域
6
市
町
村
、諏
訪
広
域
連
合
に
よ
る
民
公
協
同
の
団
体
と
し
て
活
動
を
開
始
。

行
政
と
民
間
の
垣
根
を
越
え
て
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

〇
第
１
回
実
行
委
員
会
　
令
和
２
年
７
月
６
日
（
月
）
開
催

　
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
初
め
て
の
顔
合
わ
せ
。
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
会
議
後
に
は
当
日
の
会
場
で
あ
る
『
す
わ
っ
チ
ャ
オ
!!』
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
会
議
の
場
以
外
に
お
い
て
も
、
メ
ー
ル
や
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
情
報
共
有

や
検
討
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
を
鑑
み
、
感
染
が
落
ち
着
く
時

期
ま
で
『
諏
訪
広
域
介
護
フ
ェ
ス
タ
20
20
』

を
延
期
す
る
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

介
護
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
０
実
行
委
員
会
　
メ
ン
バ
ー
紹
介

ゆ
う
、
イ
リ
ー
ゼ
岡
谷
、
米
沢
の
家
・
は
な
も
も
、
愛
の
家
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
岡

谷
幸
町
、
こ
こ
ろ
の
ひ
ろ
ば
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
、
り
ん
ど
う
苑
、

か
り
ん
の
里
、
さ
わ
や
か
絹
の
郷
信
州
お
か
や
、
諏
訪
赤
十
字
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ふ
き
の
と
う
、
グ
レ
イ
ス
フ
ル
下
諏
訪
、
や

さ
し
い
手
わ
か
み
や
、
イ
リ
ー
ゼ
高
島
城
、
ふ
れ
あ
い
の
里
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
ホ
ー
プ
、
ス
マ
ー
ト
ケ
ア
タ
ウ
ン
、
ほ
が
ら
家
赤
砂
、
諏
訪
湖
畔
病
院
、

ニ
チ
イ
学
館
岡
谷
支
店
、
介
護
セ
ン
タ
ー
花
岡
、
南
信
勤
労
者
医
療
協
会
、
ウ
ィ

ズ
茅
野
、
諏
訪
赤
十
字
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
和
が
家
、
ラ
・
ナ
シ
カ
ち
の
、

ケ
ア
マ
ネ
セ
ロ
リ
、
カ
ー
サ
・
デ
・
ソ
ル
湖
浜
・
諏
訪
湖
、
平
成
会
、
富
士
見
町

社
会
福
祉
協
議
会
、
和
音
、
み
よ
し
家
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
イ
リ
ー
ゼ
セ
ン
ト
ベ
ル

諏
訪
湖
、
宮
坂
医
院
、
富
士
見
高
原
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
諏
訪
広
域
老
人
ホ
ー

ム
の
会
、
長
野
県
介
護
福
祉
士
会
、
諏
訪
地
域
6
市
町
村
、
諏
訪
広
域
連
合

多
く
の
皆
さ
ま
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
！

〇 合

諏
訪
広
域
介
護
フ
ェ
ス
タ
２ニ
イ

０マ
ル

２ニ
イ

０マ
ル

～
行
っ
て
み
よ
う
！
知
っ
て
み
よ
う
！
　

　
　
　
　
　
　
知
っ
て
納
得
介
護
の
仕
事
～

開
催
日
時
　
　
令
和
３
年
度
開
催
予
定

場
　
　
　
所
　
　
上
諏
訪
駅
前
　
ア
ー
ク
諏
訪
３
階
　
す
わ
っ
チ
ャ
オ
!!

主
　
　
　
催
　
　
諏
訪
広
域
介
護
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
０
実
行
委
員
会

※
開
催
延
期
と

※
開
催
延
期
と

　
な
り
ま
し
た

　
な
り
ま
し
た

R2
年

10
月

R3
年

延
期
延
期

特集広報すわこういき



認定者等の状況

1　主な介護者について
主な介護者は、「配偶者（夫・妻）」が約3割、「娘」が2割、「子の配偶者」と「息子」がそれぞれ約1割となっ
ています。
介護者の年齢をみると、「60歳代」が3割以上で最も高く、「70歳代」、「80歳代」も合わせて約4割を占め
ており、老老介護の割合が高いことがわかります。

2　主な介護者の状況
主な介護者に1日当たりの介護にかける時間を伺ったところ、介護度があがるにつれ介護にかける時間も
長くなり、要介護5では、2割以上の方が12時間以上介護していると回答しています。
介護する上で困っていることとしては、「精神的なストレスがたまっている」と回答した方の割合が最も
高いほか、「日中、家を空けるのを不安に感じる」、「自分の自由になる時間、リフレッシュする時間が持て
ない」等が上位にきており、精神面での負担が大きくなっている状況がうかがえます。

無回答
9.8％

配偶者
（夫・妻）
26.5％

息子
12.0％

娘
20.4％

子の配偶者
10.5％孫

0.4％

兄弟・姉妹
1.5％

その他
1.4％

介護サービス
のヘルパー
17.5％

【主な介護者】 【主な介護者の年齢】
主な介護者の介護サービスのヘルパー、無回答を除く

n＝3,865 n＝2,812

無回答
6.5％

80歳以上
17.0％

70歳代
21.0％ 60歳代

31.8％

50歳未満
4.8％

50歳代
18.8％

【主な介護者が介護にかけている時間】 【介護する上で困っていること（上位10項目）】

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

要介護5
n＝131 6.1 38.2 16.0 26.0 12.2

1.5

要介護4
n＝228 4.8 18.9 25.9 19.7 16.7 14.0

要介護3
n＝329 5.5 23.7 24.6 15.2 17.6 13.4

要介護2
n＝622 7.6 34.1 22.0 10.9 10.9 14.5

要介護1
n＝892 16.4 36.0 19.5 8.4 5.3 14.5

要支援2
n＝370 22.6 27.8 11.5 47.6

3.0 1.2

要支援1
n＝234 12.6 27.9 5.5 58.4

1.8 1.3

■1時間未満
■3時間～6時間未満
■12時間以上

■1時間～3時間未満
■6時間～12時間未満
■無回答 0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0（％）

経済的につらいと
感じたときがある 17.4

本人に正確な症状
を伝えるのが難しい 19.6

自分の用事・都合を
すませることができない 20.7

先々のことを
考える余裕がない 21.5

現在の状況を理解
してもらうのが難しい 22.5

本人の言動が理解
できないことがある 25.3

身体的につらい
（腰痛や肩こりなど） 25.7

自分の自由になる時間、
リフレッシュする時間が持てない 25.9

日中、家を空ける
のを不安に感じる 36.6

精神的なストレス
がたまっている 40.7

n＝5,238
（複数回答あり）

別冊 広報すわこういき
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3　介護保険サービスの利用状況
現在、介護保険サービスを利用しているかについては、8割近くの方が「利用している」と回答していますが、

「利用していない」方も2割近くいます。
利用している在宅サービスでは、「通所介護（デイサービス）」が5割以上と最も高く、次いで「通所リハ
ビリテーション（デイケア）」、「短期入所（ショートステイ）」、「居宅療養管理指導」と続いています。

4　施設等への入所希望
自宅以外の「施設」や「高齢者向けの住まい」への入所（入居）希望の有無について、施設等への入所を「希
望する」方は2割にとどまり、約半数の方が「希望しない（可能な限り自宅で生活したい）」と回答しています。
また、自宅での生活が困難になった場合に、もっとも希望する施設の形態を伺ったところ、「自宅近くで
常時介護がうけられる小規模で家庭的な個室の施設（小規模な特養など）」が2割以上で最も高くなっていま
す。

【介護保険サービスの利用状況】 【利用している在宅サービス（上位10項目）】

その他生活支援サービス 5.3

無回答
4.5％

利用して
いない
16.9％

利用している
78.6％

n＝5,238

0.0 20.0 40.0 60.0（％）

n＝4,117
（複数回答あり）訪問入浴介護 6.0

訪問リハビリテーション 6.7

訪問診療 9.5

訪問看護 10.9

訪問介護 12.0

居宅療養管理指導 17.3

短期入所 17.7

通所リハビリテーション 26.0

通所介護 53.6

希望しない
（可能なかぎり自宅で生活したい）

49.5％

■ユニット型の特養、老健など
■小規模な特養など
■従来型の特養など
■グループホーム、ケアハウスなど
■有料老人ホーム、サ高住など
■その他
■特になし
■無回答

わからない
16.1％

無回答
14.2％ 希望する

20.1％

【施設等への入所希望】 【もっとも希望する「施設」や「住まい」の形態】

n＝5,238 n＝5,238

11.3％

25.0％

9.9％
8.4％

17.3％

21.9％

4.0％
2.2％

別冊広報すわこういき
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5　自宅で暮らし続けるためにあればいいと思う支援
ずっと自宅で暮らし続けるためには、どのような支援があればいいと思うかについて、約6割の方が「緊
急時など、必要なときにショートステイや宿泊サービスが利用できること」と回答し、他の項目と比べても
高い割合となっています。以下、「自宅に医師が訪問して診療してくれること」、「通院などの際、送迎サー
ビスを受けられること」、「デイサービスなどの通所サービスを必要なときに利用できること」の順となって
います。

施設等への入所（入居）を希望すると回答した方に、その理由を伺ったところ、6割以上の方が「家族に
迷惑をかけたくないから」と回答しています。次いで「自宅では緊急時の対応の面で不安だから」、「家族は
介護の時間が十分にとれないから」が続いています。

【施設等での生活を希望する理由（上位 5項目）】
施設等への入所を「希望する」方のみを対象

住宅の構造に問題があるから 18.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0（％）

n＝1,055
（複数回答あり）

自宅では専門的な介護が受けられないから 37.3

家族は介護の時間が十分にとれないから 43.1

自宅では緊急時の対応の面で不安だから 47.6

家族に迷惑をかけたくないから 61.6

【自宅で暮らし続けるためにあればいいと思う支援（上位 10 項目）】

自宅を改修するための資金提供を受けられること 14.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0（％）

配食サービスが受けられること 25.6

緊急時などに必要な見守りを受けられること 29.0

夜間等でも自宅で介護や看護のサービスを受けられること 31.4

金額を気にせずに、必要なサービスを受けられること 37.0

介護をしてくれる家族がいること 39.2

デイサービスなどの通所サービスを必要なときに利用できること 42.8

通院などの際、送迎サービスを受けられること 43.4

自宅に医師が訪問して診療してくれること 43.7

必要なときにショートステイ等が利用できること 57.2

n＝5,238
（複数回答あり）
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元気高齢者等の状況

1　社会参加の状況
地域の会やグループ、社会参加活動などへの参加頻度について伺ったところ、すべての活動で「参加して
いない」と「無回答」が約半数以上を占めています。その中で、「趣味関係のグループ」及び「町内会・自治会」は、
参加している人が3割以上と比較的高くなっています。また、「収入のある仕事」、「スポーツ関係のグループ」、
「趣味関係のグループ」は、「週1回以上」の割合が他と比べて高く、参加・活動の頻度が高い活動といえます。

2　介護予防
介護予防への取り組みについては、「意識して取り組んでいる」方は3割程度にとどまり、「きっかけがあ
れば」、「具体的な取り組み方がわからない」など、現時点で取組意向はあるものの、できていない方も3割
近くとなっています。
今後参加してみたい介護予防事業については、「運動機能向上のための教室」が4割近くで最も多く、次い
で「認知症予防のための教室」。を2割以上の方が選んでいます。

諏訪広域連合では、今回の調査結果を踏まえ、第8期介護保険事業計画を策定していきます。
諏訪広域連合の介護保険事業や介護保険事業計画に関するご意見ご要望等がございましたら、諏訪広域連
合介護保険課または、最寄りの市町村の介護保険担当課までお寄せください。
なお、より詳細な集計結果につきましては、諏訪広域連合ホームページに掲載しておりますのでご覧くだ
さい。

諏訪広域連合介護保険課
長野県茅野市塚原二丁目6番 1号（茅野市役所内）
☎ 0266-82-8161
FAX 0266-71-2071

問
諏訪広域連合ホームページ
http://www.union.suwa.lg.jp/

【地域の会やグループへの参加頻度】 【社会参加活動や仕事の活動頻度】

0％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％20％ 40％ 60％ 80％ 100％
ボランティアのグループ 27.2

8.0
26.6 38.2 見守りが必要な高齢者の支援 54.7

2.6 6.0
36.7

介護が必要な高齢者の支援 55.7
1.8 5.1

37.4

子育中の親の支援 55.8
3.92.4

37.8

地域の生活環境改善 21.9
1.0

41.1 36.0

収入のある仕事 23.1 6.3 30.939.6

スポーツ関係のグループ 26.8 16.1 25.5 31.6

趣味関係のグループ 18.0 37.4 22.2 22.4

学習・教養サークル 20.5
3.8

39.1 36.6

介護予防のための通いの場 8.0
3.3

0.9

50.7 38.0

老人クラブ 21.3 48.2 29.6

町内会・自治会 47.1
1.7

23.3 28.0

■週1回以上　■月1回～年数回　■参加していない　■無回答 ■週1回以上　■月1回～年数回　■参加していない　■無回答

n＝727n＝727

無回答 6.1

参加してみたいことは特にない 34.7

その他 0.6

うつ予防 3.4

口腔機能の向上 9.5

閉じこもり予防 13.6

栄養改善 15.4

認知症予防 25.3

運動機能向上 42.1

【介護予防への取り組み】 【今後参加してみたい介護予防事業】

n＝727

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0（％）

n＝727
（複数回答あり）

意識して
取り組んでいる
33.0％

体力が落ちてきたら
取り組みたい
8.5％もう少し歳をとって

から取り組みたい
9.5％

きっかけがあれば
取り組みたい
14.4％

興味はあるが、具体
的な取り組み方が
わからない
14.6％

興味・関心は
特にない
12.1％

無回答
7.0％

その他
0.8％
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☎0266-52-4141

（375

）

有
料
広
告
欄

危険物の取り扱いに
注意してください消

防

諏訪広域連合を保険者とすることにより、3市２町1村での介護保険サービスの平準化、運営の安定化、
事務の効率化を図っています。

介
護保険

パブリックコメント
を実施します介

護保

険

諏訪広域連合では、介護保険制度の運営を計画
的に行うため、令和3年度から令和5年度を計画期
間とする「第8期介護保険事業計画」の策定を進め
ています。
事業計画には、計画期間における介護サービス
の必要量の確保や、第1号被保険者の基準となる保
険料額等を定めます。
計画の策定は、医療・保健・福祉の関係団体の
代表者と、被保険者を代表する諏訪地域6市町村の
方々で構成する「介護保険委員会」を中心に検討
いただいております。
より多くの皆さんから幅広い意見や要望をいた
だき、事業計画に反映させるため、諏訪広域連合
では事業計画（素案）に対するパブリックコメン
トを実施（※）いたします。
募集期間は、令和2年12月18日（金）から令和3
年1月15日（金）までとなります。
事業計画（素案）と関連資料につきましては、
諏訪広域連合ホームページに令和2年12月18日（金）
までに掲載いたします。
事業計画（素案）に対するご意見やご要望等が
ございましたら、電子メールまたはFAXでお寄せ
ください。
※  パブリックコメントとは、広く公に、意見や改善案
を求めることをいいます。

12月に入り、気温も一気に下がってきました。
ご家庭においてもストーブ等の暖房器具を使用す
る機会が増えているのではないでしょうか。同時
に、この時期は暖房器具による火災が増加し、そ
の原因の多くは使用方法の誤り不注意によるもの
です。

令和３年度からの
介護保険事業計画を策定しています

諏訪広域連合介護保険課
電子メール：kaigo@union.suwa.lg.jp
FAX：0266-71-2071

問

諏訪広域連合ホームページ
http://www.union.suwa.lg.jp/kaigo/jigyo_keikaku/

訓
練
で  

確
か
な
信
頼  
積
み
重
ね

危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

諏訪広域消防本部 予防課
☎ 0266‒21‒5119　FAX 0266‒21‒2119

問

灯油の注油時には目を離さないようにしま
しょう！
一般家庭での灯油の流出事故の多くは、灯油タン

クから注油中にその場を離れ、あふ
れさせてしまったなど、ちょっとし
た不注意から発生しています。灯油
タンクからポリタンクへの注油中は、
その場を離れず、注油後にバルブを
しっかり閉めてください。

危険物施設の定期点検をしましょう！
工場など、危険物許可施設での流出事故のほとん

どが、地下配管の腐食、破損や施工不
良により発生しています。施設の日常
点検や定期点検を行い、取扱う際の基
本動作や、知識を再確認してください。

危険物を流出・発見した場合次のことを
行ってください。
①流出箇所の確認
②流出箇所の元（バルブなど）を閉じる
③流出した油の拡大防止と回収　
④消防署、市町村(環境関係　課等)への通報
※危険物の流出は、河川や土壌の汚染につ
ながりますので、取り扱いには十分な注
意をお願いいたします。
河川流出した危険物を吸着材で回収する様子

●長野県消防学校 初任科第63期卒業式
令和2年9月19日（土）に、諏訪広域消防本部の新人消防士8名が、約6ヶ月にわたる

厳しい初任科教育を修了し、無事に卒業式を迎えました。初任科教育は、新人消防士を
対象に、消防に関する知識や技術の習得、気力や体力の錬成を図り、現場活動等に即応
できる消防士を養成します。
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●第４回　諏訪広域消防本部　救急技術発表会
令和2年9月9日（水）、諏訪広域消防本部2階講堂において、傷病者の病態に応じた迅速な観察と適切な処置能

力向上を目的として、救急技術発表会を開催しました。
今年で4回目となる発表会では、
実観察で知り得る状態を呈示し、
より実践的な想定で訓練を行い、
時間管理の徹底や関係者への接遇
にも配慮できる能力を養う等、隊
員の資質の向上を図りました。
また、新型コロナウイルス感染
症拡大防止対策により、実施隊の
みの参加とし、最小限の職員で開
催しました。

●長野県警察本部山岳安全対策課等と合同で山岳救助訓練を実施（特別救助隊）
令和2年9月18日（金）、23日（水）、28日（月）の3日間、岡谷市の高尾山において、長野県警察本部山岳安全対策課、

茅野警察署山岳救助隊及び諏訪広域消防特別救助隊が、合同で山岳救助訓練を実施しました。
この訓練は、近年多い登山中の
事故へ的確に対応するため、実際
の事故現場を想定した岩場で行う
ものです。山岳救助技術のエキス
パートである長野県警察本部山岳
救助隊員から助言をもらい、救助
技術や知識の向上を図ることがで
きました。
今後も地域特性を考慮した訓練
を重ね、住民の安全・安心の確保
に努めます。

諏訪広域消防は、諏訪広域消防本部の元、諏訪地域の消防署・分署を一元化し、住民の安全・安心を確保
することを目的としています。

消
防

●令和２年度　救急功労者表彰
令和2年9月9日（水）に、東京都において、医療法人創

そう

仁
じん

会
かい

 今井整形外科理事長 今
いま

井
い

 智
とも

彦
ひこ

 先生（岡谷市医師会長、
諏訪地域メディカルコントロール協議会副会長）が、平素から救急業務の推進に貢献し、社会公共の福祉の増
進に顕著な功績があった個人及び団体を表彰する「救急功労者表彰」の総務大臣表彰を受賞しました。

今井先生は、地域医療の第一線で多くの患者の治療に当たる一方、地域救急医
療のけん引者として時間を要する交通事故や大規模イベントでの災害発生時に現
場へ赴き、救急業務の円滑な推進に尽力されました。
また、消防・警察・医療の垣根を越えた先進的な取組が、全国メディカルコン
トロール協議会連絡会で高く評価され、最優秀賞を受賞するなど、地域救急医療
の高度化にも貢献されました。令和2年度の救急功労者表彰は、全国で個人表彰
14名及び団体表彰2団体が表彰されました。

救急功労者表彰（総務大臣表彰）とは
客観的に卓越した医学的知見を有し、生業の他に、15年以上にわたり救急業務
の推進に多大な貢献した個人や団体が対象とされます。各市町村のため、救急隊
員の教育や、消防機関の行う救急業務に関する委員会の運営に尽力し、救急業務
の推進に特に顕著な功労があったことについて表彰されます。

今
いま

井
い

 智
とも

彦
ひこ

 先生（写真右）

表彰の様子 高
たか

市
いち

 早
さな え

苗 総務大臣

急斜面の岩場で想定訓練に取り組む特別救助隊員

心筋梗塞の想定訓練に取り組む救急隊員
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